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９
月
と
言
え
ば
、
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

私
は
「
お
月
見
」と
「
お

彼
岸
」
で
す
。
こ
の
ふ

た
つ
の
行
事
に
は
共
通

点
が
あ
り
、
古
来
よ
り

日
本
で
信
仰
さ
れ
て
い
る
自
然

崇
拝
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

で
す
▼
四
季
の
変
化
が
あ
り
、

豊
か
な
自
然
か
ら
多
く
恩
恵
を

受
け
、
時
に
は
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
な
が
ら
生
き
抜
い
て
き

た
日
本
人
。
自
然
そ
の
も
の
を

神
と
し
て
崇
拝
し
、
山
の
神
様
、

水
の
神
様
、
風
の
神
様
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
神
様
が
い

る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
▼

「
お
月
見
」
は
、
電
気
が
無
い
時

代
、
月
明
か
り
は
農
作
業
の
大

き
な
助
け
と
な
り
、
月
に
感
謝

を
捧
げ
、
農
産
物
の
収
穫
の
感

謝
と
共
に
、
月
を
眺
め
愛
で
る

習
慣
が
根
付
き
ま
し
た
。「
お

彼
岸
」
は
他
の
仏
教
の
国
に
は

無
い
習
慣
で
す
。
春
の
種
蒔
き

や
秋
の
収
穫
と
も
結
び
つ
き
、

自
然
に
対
す
る
感
謝
や
祈
り

が
、
ご
先
祖
様
に
感
謝
す
る
気

持
ち
に
も
つ
な
が
っ
て
、
大
切

な
行
事
に
な
り
ま
し
た
▼
も

う
ひ
と
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。

1
9
2
3
年
９
月
１
日
に
発
生

し
た
「
関
東
大
震
災
」
に
ち
な

み
、
災
害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な

い
よ
う
戒
め
を
込
め
、
再
認
識

す
る
日
で
す
。
最
近
、
関
東
地

方
を
震
源
と
す
る
地
震
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
自
然
の
力
に
逆

ら
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
自

身
や
家
族
を
守
る
た
め
に
、
普

段
か
ら
災
害
時
の
備
え
を
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
あ
ま
け
ん
）

　

昨
年
初
め
て
取
り
組
ん
だ
生

協
強
化
月
間
。
９
月
30
日
の
キ
ッ

ク
オ
フ
集
会
を
皮
切
り
に
、
今

年
も
約
２
カ
月
間
に
亘
っ
て
取

り
組
ま
れ
ま
す
。
昨
年
の
「
生

協
強
化
月
間
」
は
、
延
べ
1
、

0
5
5
名
が
月
間
行
事
に
結

集
。
月
間
で
は
「
地
域
ま
る
ご

と
健
康
づ
く
り
」「
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
生
協
組
織
基
盤
の
強
化
」
の

３
つ
の
視
点
で
様
々
な
企
画
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
以
下
の
５
つ
の
企
画
・

取
り
組
み
を
柱
と
し
、
そ
の
他

日
帰
り
バ
ス
旅
行
な
ど
の
交
流

企
画
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
学
習

会
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
青

空
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

医
療
福
祉
生
協
は
地
域
の
健

康
と
く
ら
し
に
関
わ
る
要
求
・

要
望
を
事
業
と
運
動
を
通
じ
て

実
現
す
る
組
織
で
す
。
地
域
の

健
康
と
く
ら
し
を
よ
り
豊
か
な

も
の
に
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
、

地
域
か
ら
身
近
で
頼
り
に
さ
れ

る
生
協
の
組
織
づ
く
り
を
、
こ

の
強
化
月
間
を
通
じ
て
み
ん
な

の
力
で
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会

　

9
月
30
日
（
金
）

　

2
時
〜
4
時

　

読
売
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
ホ

　

ー
ル

②
健
康
ま
つ
り

　

10
月
30
日
（
日
）

　

梶
原
銀
座
商
店
街

③
生
協
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ミ
ー

　
テ
ィ
ン
グ

　

11
月
26
日
（
土
）

　

読
売
プ
リ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア　

　

ホ
ー
ル

④
地
域
訪
問
行
動

　

月
間
中
随
時

⑤
ふ
れ
あ
い
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

10
月
1
日
よ
り
2
ヵ
月
間

　

7
月
16
・
17
日
の
両
日
、
江

東
区
有
明
で
第
18
回
日
本
在
宅

医
学
会
大
会
・
第
21
回
日
本
在

宅
ケ
ア
学
会
学
術
集
会
合
同
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
生

協
副
理
事
長
の
平
原
医
師
が
日

本
在
宅
医
学
会
の
大
会
長
を
務

め
ま
し
た
。
大
会
参
加
者
は
全

体
で
約
4
0
0
0
名
、
こ
れ
に

市
民
公
開
講
座
の
参
加
者
が
２

日
間
で
約
1
0
0
0
名
が
加
わ

る
な
ど
、
盛
会
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

16
日
の
公
開
講
座
に
は
鳥
取

市
に
あ
る
野
の
花
診
療
所
院

長
・
徳
永
進
先
生
を
お
招
き
し

ま
し
た
。「
在
宅
」
で
の
患
者
の

心
の
平
穏
さ
は
病
院
を
抜
き
ん

で
る
。
医
療
や
ケ
ア
は
病
院
に

引
け
を
取
ら
な
い
。

今
こ
そ
住
民
と
医
療

者
で「
在
宅
」を
自
分

の
町
に
育
て
よ
う
、

と
い
う
先
生
の
優
し

さ
が
心
に
し
み
る
お

話
し
で
し
た
。

　

17
日
は
『
お
ひ
と

り
さ
ま
の
最
期
』な

ど
の
著
書
で
お
馴
染

み
の
上
野
千
鶴
子
先

生
に
ご
登
壇
頂
き
、

訪
問
看
護
か
ら
は
秋

山
正
子
先
生
、
訪
問

診
療
の
立
場
か
ら
は

辻
彼
南
雄
先
生
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
の
夕

方
に
も
か
か
わ
ら
ず
沢
山
の
方

聴
講
し
て
頂
き
ま
し
た
。「
在
宅

ひ
と
り
死
」
へ
の
不
安
が
解
消

さ
れ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
生
協
は
2
0
1
4

年
秋
に
結
成
さ
れ
た
準
備
会
議

に
当
初
か
ら
参
画
し
、
梶
原
診

療
所
在
宅
部
門
な
ど
多
数
の
職

員
が
、約
２
年
間
に
わ
た
り
大
会

成
功
の
た
め
奔
走
し
ま
し
た
。

開
催
ま
で
の
皆
様
の
ご
協
力
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
研
修
セ
ン
タ
ー
・
生
和
記
）

　

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
自
転
車
置
場
に
、こ
の

程
、
屋
根
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
雨
ざ
ら
し
だ
っ
た

た
め
、
自
転
車
利
用
で
来
院
さ

れ
る
利
用
者
か
ら
要
望
さ
れ
て

い
ま
し
た
。今
年
３
月
、「
出
資

金
を
寄
付
し
た
い
」
と
の
申
し

出
が
あ
り
、
ほ
ぼ
同
額
を
有
効

活
用
し
た
も
の
で
す
。

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
を
皮
切
り
に

　

９
月
末
か
ら
２
０
１
６
生
協
強
化
月
間

在宅医学・在宅ケア学会合同大会

日本全国から
約５千名集まる
当生協 成功に向け２年間奔走

自
転
車
置
場
に
屋
根
を
設
置

　
寄
付
の
申
し
出
を
有
効
活
用
し

　
　
　
　ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

2016生協強化月間

キックオフ集会

●と　き　９月 30日（金）14時～

●会　場　読売プリントメディアホール

　　　　　（北区堀船４－２－１）

●内　容　月間の取り組みの意思統一を図り

　　　　　成功に向け大きな一歩を踏み出します。

（仮題）デンマーク福祉制度と
生協の地域包括ケアを学ぶ

主催：東京ふれあい医療生協
生協強化月間推進委員会

昨
年
の
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会

▲



　

2
0
1
3
年
10
月
に
教
室
を
５
名
で

ス
タ
ー
ト
、
教
室
修
了
後
に
「
め
ぐ
み

班
」
を
結
成
、
月
１
回
の
班
会
を
開
き
、

現
在
ま
で
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。　

　

50
歳
代
か
ら
80
歳
代
と
様
々
な
年
代

の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
意
欲

・
興
味
が
旺
盛
で
、
お
話
し
も
一
ヵ
月

月
間
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
そ
れ
ぞ
れ

に
お
話
し
て
く
だ
さ
り
、
毎
回
２
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

活
動
で
好
評
だ
っ
た
の
は
昨
年
秋
。

「
醤
油
こ
う
じ
を
作
ろ
う
」
で
、
ひ
と

り
ず
つ
の
ボ
ー
ル
に
入
れ
た
材
料
を

「
お
い
し
く
な
れ
、
お
い
し
く
な
れ
」
と

〝
呪
文
〞
を
と
な
え
、
手
も
み
を
し
て

作
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
大
変
美
味
し

く
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
掲
載
写
真
は

６
月
の
作
品
で
「
垣
根
の
あ
さ
が
お
」

で
す
。
お
一
人
お
ひ
と
り
の
個
性
が
出

て
色
合
い
も
良
く
素
敵
な
作
品
と
な
り

ま
し
た
。

　

月
１
回
の
活
動
で
す
が
、
班
の
皆
さ

ん
の
笑
顔
と
笑
い
声
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
今
後
も
「
無
理
な
く
楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
回
を
重
ね
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　
（
徳
岡
記
）

　

上
中
里
支
部
で
は
年
４
回
、
お
誕

生
日
会
を
中
心
に
コ
ス
モ
ス
の
会
と

し
て
サ
ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
6
月
15
日
に
味
噌
汁
の
食
べ
比

べ
を
行
い
ま
し
た
。
三
種
類
の
味
噌

汁
を
用
意
し
、
１
つ
目
は
一
般
的
な

家
庭
の
味
噌
汁
、
２
つ
目
は
レ
ト

ル
ト
、
３
つ
め
は
減
塩
味
噌
汁
を
、

参
加
者
全
員
に
試
食
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
は
、
塩
分
量
が
多
い

ほ
ど
「
美
味
し
く
」
感
じ
、
少
な
い

と
物
足
り
な
い
の
か
「
美
味
し
く
な

い
」
と
い
う
意
見
が
大
半
で
し
た
。

　

当
生
協
で
は
１
日
６
ｇ
の
塩
分
量

に
し
よ
う
！
と
い
う
「
す
こ
し
お
」

啓
発
活
動
を
、
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。

塩
分
の
取
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧
や
動

脈
硬
化
、
脳
血
管
疾
患
の
原
因
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
す
こ
し
だ
け
塩
に
気
を
つ
け
る

「
す
こ
し
お
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

北
に
隅
田
川
、
南
に
荒
川
区
西
尾
久
８
丁
目
に
挟
ま
れ
、

西
側
に
は
新
聞
印
刷
工
場
群
、
東
側
は
荒
川
遊
園
に
接
す
る

細
長
い
地
域
に
、
町
場
・
団
地
合
わ
せ
て
８
６
８
名
の
住
民

が
暮
ら
す
北
区
堀
船
４
丁
目
で
す
。
こ
こ
を
エ
リ
ア
の
４
丁

目
支
部
は
、
堀
船
地
区
で
は
最
初
に
結
成
さ
れ
た
支
部
で
す
。

支
部
結
成
は
2
0
0
9
年
。
組
織
現
勢
は
組
合
員
２
２
9
名

で
す
。

　

現
在
の
支
部
役
員
は
、
小
野
里
支
部
長
、佐
藤
・
石
川
（
テ

イ
子
）
副
支
部
長
、
菅
野
・
鈴
木
両
会
計
、
運
営
委
員
に
は

三
根
さ
ん
と
平
田
（
信
子
）
さ
ん
が
。
平
田
副
理
事
長
は
相

談
役
。
会
計
監
査
の
武
藤
仁
さ
ん
と
石
川
義
勝
さ
ん
は
、
当

生
協
創
立
時
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
大
先
輩
で
す
。

　

支
部
の
活
動
は
、
月
初
め
に
開
く
役
員
会
で
月
間
行
事
を

確
認
。
役
員
会
は
積
立
増
資
の
整
理
か
ら
始
ま
り
ま
す
（
毎

月
20
件
ほ
ど
）。
４
カ
月
に
１
回
の
お
誕
生
日
会
（
ひ
ま
わ

り
の
集
い
）
の
開
催
。
こ
の
集
い
は
、
前
段
に
勉
強
会
の
開

催
が
習
わ
し
。
昨
年
は
訪
問
介
護
Ｓ
Ｔ
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
、

即
興
で
調
理
を
し
て
頂
き
試
食
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
支
部
主
催
の
バ
ス
ハ
イ
ク
（
昨
年
か
ら
他
支
部

と
共
催
で
）
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
小
野
里
支
部
長
の

悩
み
は
、
他
の
支
部
と
同
様
、
後
継
者
づ
く
り
と
、
支
部
活

動
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。

美
味
し
く
な
れ
と
呪
文
唱
え

脳
い
き
い
き

「
め
ぐ
み
班
」
か
ら

サ
ロ
ン
活
動
で
〝
す
こ
し
お
〞
に
取
り
組
む

上
中
里
支
部
コ
ス
モ
ス
の
会

自己決定と尊厳を大切にして
　デンマークでも認知症が一番の高齢者問題 デンマーク研修報告2.

百瀬・山根両君の

　今回は山根職員がデンマーク視察研修報告をお届けします。今回はデ
ンマークの福祉についてお伝えします。

「認知症は
医療でも福
祉でも、ケ
アできてな
い人がいる
可能性が高
い」と話さ
れました。認知症は、ナイーブな疾患です。患
者さん本人も認めたくないといった思いがあり
ます。ご家族も親の認知症を認められず、デイ
ケアの様子に苦情を出す方もいます。コーディ
ネーターはそんなご家族に「ご本人は喜ばれて
います。ご家族は見たくなければ来ないでくだ
さい」と話すそうです。
　認知症に関して早めに本人、家族に伝えてお
くことは大切であるとのこと。最初はショック
を受けますが、後で安心に変わるとのことでし
た。印象的だったのは、「あなたであることは
変わりませんよ。病気になったけどあなたはあ
なたよ」という言葉。認知症になったから絶望
ではなく、自己決定し、いきいきと生きること
は出来るのです。
　認知症に関する理解を広げ、本人の自己決定
と尊厳を保ちいきいきと暮らすことができるよ
うにすること、それは日本の認知症対策におい
ても共通する課題であり、目標とすることだと
感じました。次回は、デンマーク人の自己決定
の根拠となる教育についてお伝えします。

　デンマークでは福祉は市ごとに管轄していま
す。視察団は、エルシノア市の高齢者統合ケア
センター内のプライエボーリ（日本で言う特別
養護老人ホーム）を訪問しました。デンマーク
福祉には「ケア３原則」（①自己決定②継続性
③残存機能の活用）という原則があります。
　プライエボーリ視察では、この「ケア３原則」
の重要性を実感できました。プライエボーリは
「施設」ではなく、「自分の家」という考え方を
します。実際に部屋の前には郵便ポストがあり
ます。部屋はその人の家で、廊下は道路と考え
ます。福祉が基本無料の国ですが、家賃を支払
います。考え方としては、家賃・生活費は自己
負担、ケアは無料ということです。

　職員は「一人ひとりの状況、機能、心理は違う。
一人ひとりの生活の質を向上させることを意
識して働いている」と話されました。ここでは、
食事の時間などは決まっていません。生活習慣
は人それぞれです。その人が心地良い生活リズ

ムを選びます。それ
は、自分の家で暮ら
している時、当たり前のことです。自分の人生
をこうしたいということにスタッフは寄り添っ
ていきます。これらは決してスタッフが決める
ことではありません。まさに生活の継続性を意
識し、最期まで自己決定を支援する姿勢といえ
ます。
　また、リハビリテーションに関して、「出来な
いことではなく、出来ることに目を向ける。出来
ること・自分のやりたいことに目をむけ、今あ
る能力でどのようにそれをするか」といった視
点がとても大切だと話されました。残存機能に
目を向け、それを活かしていく視点がその人の
生活の質を向上させるのです。

施設ではなく「自分の家」

認知症でもあなたはあなた
　その後、エルシノア市の認知症コーディネー
ターよりヒアリングを行いました。デンマーク
では各市内に認知症コーディネーター（看護師
や作業療法士出身者が多い）が１～２名程いて、
市内の認知症患者に対し、家庭医や市の地域医
療チームと連携し、アドバイスをしています。
　具体的には、家庭医や家族から相談が寄せら
れ、自宅訪問などを行い、症状に応じて、サー
ビスやケアに繋がるよう、個人ごとにコーディ
ネートしていきます。また、市内での認知症患
者や、家族の「場」づくり、認知症に関する学
習活動なども行います。デンマークでも認知症
は一番の高齢者問題であるとのことでした。

支部活動紹介－7

堀船地区では最初に結成＝堀船４丁目支部=
=

2016 年   9月451

■『生命の炎』づくりにあなたの知恵と力を貸して下さい（編集委員を募集中）☎3911-3630天沼まで
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■サロン「かあさんの茶の間」=毎週火・木曜日　午前11時～午後５時・みらいハウス梶原

　

80
代
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
女
性
で
、
認
知
症
を
発
症
さ
れ
訪
問
診
療
を
受
け

て
い
た
方
で
す
。
以
前
は
三
味
線
、
着
付
け
の
先
生
を
さ
れ
て
い
て
「
私
は
、

家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」「
状
態
が
悪
く
な
っ
て
も
人
工
呼
吸
器
は
し

な
い
」
と
意
思
表
示
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
家
族
も
出
来
る
限
り
最
期
ま
で
ひ

と
り
で
の
生
活
を
見
守
り
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

亡
く
な
る
数
ヵ
月
前
で
は
、
声
を
か
け
な
い
と
食
事
や
薬
の
飲
み
忘
れ
が
あ

り
、
ヘ
ル
パ
ー
の
促
し
や
介
助
を
行
い
ま
し
た
。
時
間
の
感
覚
が
な
く
夜
間
に

お
風
呂
に
入
っ
た
り
、
ト
イ
レ
に
下
着
を
詰
ら
せ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

庭
の
手
入
れ
は
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
パ
ー
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
看
護
師
が
駆
け
つ
け
た
時
に
は
心
肺
停
止
の

状
態
で
し
た
。
本
人
の
意
思
に
沿
い
最
期
ま
で
穏
や
か
な
生
活
が
送
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
看
護
師
　
小
林
記
）
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　丸くて光った、うつるイボです。つぶすと白いかたまりが出てきます。
この中にウイルスがたくさん含まれていて、これがつくとうつります。
　治療は、
1）薬：色々な薬を試してみることはありますが、確実に治す薬はありません。
2）つまんで取る；ピンセットでつまんでとりますが、とても痛いです。
　ぺンレステープ（局所麻酔）を貼るとよいのですが、麻酔に対するアレル
ギーもあります。と、いうことで梶原診療所では、炎症がひどい場合はと
りますが、1～１年半で自然治癒しますので、泣かせてまでとる必要はない
と思っています。
　なお、裸をこすりりつけたり、ビート板、タオルを共有するとうつること
もありますが、プールや水遊びを禁止する必要はありません。

「水いぼ（伝染性軟属腫）～プールダメなの？」

第六回　
番
外
編
＝
臨
床
検
査
技
師

訪
問
診
療

胆嚢

左肝管

総肝管

総胆管

右肝管

十二指腸乳頭部

日
常
診
療
を
支
え
る
チ
ー
ム
の
一
員

◆

◆

　

肝
臓
合
成
さ
れ
た
、
脂
肪
な

ど
の
分
解
吸
収
を
手
助
け
す
る

ビ
リ
ル
ビ
ン
（
便
が
黄
色
く
な

る
の
は
こ
の
ビ
リ
ル
ビ
ン
の
た

め
）
と
、
胆
汁
酸
が
混
在
し
た

胆
汁
は
、
肝
内
胆
管
↓
総
肝
管

↓
胆
嚢
に
貯
蔵
さ
れ
ま
す
。 
そ

し
て
、
食
事
を
摂
取
し
た
時
に
、

効
率
的
に
、
脂
肪
の
分
解
吸
収

を
手
助
け
す
る
た
め
に
胆
嚢
が

収
縮
し
、
胆
汁
は
総
胆
管
↓
十

二
指
腸
へ
と
流
れ
出
し
ま
す
。

　

こ
の
胆
汁
の
流
れ
を
せ
き
止

め
る
病
気
と
し
て
、
胆
石
、
総

胆
管
癌
、
膵
臓
癌
、
乳
頭
部
癌

な
ど
、
発
生
し
た
部
位
の
名
前

が
つ
い
た
癌
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
天
皇
さ
ん
が
、
罹
患
し
た

癌
が
乳
頭
部
癌
で
し
た
。

１
、
症
状

　

こ
の
付
近
の
疾
患
で
は
、
胆

汁
の
流
れ
を
遮
る
の
で
、
胆
汁

が
流
れ
な
い
た
め
に
黄
疸
と
し

て
症
状
が
で
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
、「
尿
の
色
が
、

紅
茶
の
よ
う
に
濃
く
な
っ
た
」

と
訴
え
て
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
、
尿
の
色
を
見
る
習
慣
を
つ

け
て
い
る
と
、
早
期
に
発
見
に

つ
な
が
り
ま
す
。

2
、
検
査
方
法

　

1
・
血
液
検
査

　

肝
機
能
異
常
を
呈
し
ま
す
。

と
く
に
、
胆
道
系
の
酵
素
（
ビ

リ
ル
ビ
ン
、
ア
ル
カ
リ
ホ
ス

フ
ァ
タ
ー
ゼ
、γ
Ｇ
Ｔ
Ｐ
）
が
優

位
に
上
昇
し
、
閉
塞
性
肝
障
害

の
状
態
と
な
り
ま
す
。

　

2
・
超
音
波
検
査

　

胆
石
を
発
見
す
る
に
は
、
超

音
波
が
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
超

音
波
検
査
も
、
お
な
か
が
出
て

肥
満
の
方
、
ガ
ス
が
多
い
方
は

音
波
が
減
衰
し
、
画
像
が
う
ま

く
見
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
胆
管
の
病
変
は
か

で
、
手
術
適
応
に
関
し
て
表
に

し
ま
し
た
。　

　

3
・
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

　

Ｃ
Ｔ
は
Ｘ
線
で
す
の
で
、
胆

石
で
も
石
灰
化
し
て
い
な
い
胆

石
は
映
り
ま
せ
ん
。
前
述
し
た

総
胆
管
に
関
し
て
は
、Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
方
が
、
わ
か
り
や
す
い
の
で
、

総
胆
管
の
病
変
を
疑
っ
た
場

合
、
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
詳
し
く
調
べ
る
た

め
に
は
、
総
胆
管
に
造
影
剤
を

直
接
注
入
す
る
検
査
を
し
ま

す
。
逆
行
性
胆
管
膵
管
造
影
検

査
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）
で
す
。
こ
れ

は
、
口
か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
て
、

十
二
指
腸
の
乳
頭
部
ま
で
内
視

鏡
を
進
め
、
内
視
鏡
か
ら
チ
ュ

ー
ブ
を
出
し
て
、
そ
の
チ
ュ
ー

ブ
を
胆
管
に
挿
入
し
造
影
剤
を

胆
管
に
注
入
す
る
方
法
で
す
。

こ
の
方
法
は
、
普
通
の
胃
内
視

鏡
に
比
べ
手
間
と
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
患

者
さ
ん
は
、
口
を
そ
ろ
え
て

「
も
う
二
度
と
し
た
く
な
い
」

と
言
い
ま
す

梶原診療所 内科医  神田光悦
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胆嚢、胆管の働き・病気

な
り
大
き
い
病
変

で
な
い
と
、
解
剖

学
的
に
混
み
合
っ

て
い
る
部
分
な
の

で
、
観
察
で
き
ま

せ
ん
。

　

外
来
で
、
胆
石

が
あ
っ
た
場
合
ど

う
し
た
ら
よ
い
か

質
問
さ
れ
ま
す
の

 胆石の手術
絶対的適応
　①総胆管結石　胆管に石がある
　②胆嚢癌が合併している時
　③無機能胆嚢　胆石が充満している場合

相対的手術の適応
１、症状など
　①痛みの程度
　②痛みの頻度：油っこい物・卵を食べた時
　痛くなりやすい。
　③発熱　＝胆管炎、胆嚢炎
　④胆嚢癌になりやすい。
２、手術のマイナス要素
　①手術の怖さ
　②仕事を休まないといけない
　③費用
１と２を天秤にかけて、自分で判断します。

　
「
病
院
で
検
査
を
し
た
」
と
い
う
場
合
の

検
査
と
は
、
多
く
の
方
が
血
液
や
尿
の
検
査

を
思
い
つ
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
に
、心
電
図

や
超
音
波
検
査
な
ど
、
検
査
と
呼
ば
れ
る
多

く
の
こ
と
が
臨
床
検
査
技
師
の
仕
事
で
す
。

　　

臨
床
検
査
と
は
直
接
的
に
患
者
さ
ん
の
症

状
に
沿
っ
た
検
査
を
行
う
こ
と
で
、
医
師
の

診
断
の
補
助
と
な
る
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
仕

事
で
す
。
検
査
の
分
野
は
大
き
く
検
体
検
査

と
生
理
機
能
検
査
に
分
か
れ
ま
す
。

　

検
体
と
は
、
人
の
体
か
ら
採
取
さ
れ
る
全

て
が
対
象
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
分
析
し
ま
す
。

ま
た
、
生
理
機
能
と
は
心
電
図
・
肺
機
能
・

超
音
波
検
査
な
ど
、
直
接
患
者
さ
ん
に
触
れ

て
行
う
検
査
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
臨
床
検
査
は
治
療
の
一
助
だ
け
で

は
な
く
、
予
防
医
学
、
疾
病
の
早
期
発
見
の

た
め
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
私
た
ち
臨
床
検
査
技
師
は
日
々
研
鑚
を

積
み
、
直
接
患
者
さ
ん
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
技
師
と
し
て
常
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
る

心
と
身
体
を
持
っ
て
、
チ
ー
ム
医
療
の
一
員

と
し
て
キ
ラ
リ
と
光
る
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　（
臨
床
検
査
技
師
・
星
野
初
美
記
）
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＜梶原・宮の前・小台、宮城地区共通＞

■歩こう会（みやまえウォーカーズ）
『9月 』
　日時：9月11日（日）　行き先：三崎のまぐろを食べに行こう！　田端駅８時集合
『10月 』
　日時：10月9日（日）　行き先：目黒国立教育園　JR田端駅改札口９時集合

■コープのなかま・荒川『コ－プカフェ』
　日　時：９月１３日（火）午後１時３０分から３時
　テーマ：「食べてみよう　防災食！」
　場　所：はっぴーもーる熊野前　「熊まねき堂」　

■東尾久支部　お誕生日会のお知らせ
　東尾久在住の５・６・７・８月生まれの方のお誕生会を行います。
　誕生日の方もそうでない方もみんなで　お茶のみしませんか？
　日　時：　９月９日(金) 午前10時30分から
　場　所：　宮の前診療所2階　さくらの部屋
　参加費：３００円　
　　※参加ご希望の方は　宮の前診療所（TEL3800-7111）までお申し込みください。

■みなさんの声が改善に！
お聞かせください。

梶
原
診
療
所

●ふれあい健康チャレンジ開催
　日　時：開催 10月～11 月（2ヶ月間）
　コース：運動、ウォーキング、すこしお（減塩）、あいうべ、
　　　　　　認知症予防（脳いきいき）
　※各コースの説明会を実施します。
　日程がきまりましたらお知らせします。
　多数の参加をお待ちしています。
　問い合わせ：組織部：☎3911－2005 鈴木・目々澤

＜梶原地区＞

＜宮の前地区＞

●バザーのお知らせ　　
　日　時：9月 10 日（土）10 時～12 時
　場　所：梶原診療所前
　※雨天の場合　9月 24 日（土）に変更になります。

●ふれあい粋、活き（いきいき）サロン「あっぷる会」健康チェック
　日　時：９月８日（木）午後１時 30分から２時 30分
　場　所：あっぷる館
●ふれあい粋、活き（いきいき）サロン　さくらサロン宮の前
　日　時：９月 21日（水）午後 2時から 3時
　場　所：宮の前診療所２階　さくらの部屋

　
　
〔
報
告
事
項
〕

①
６
月
加
入
43
名
増
資
１
，
８
８
９
千
円
班
会

開
催
６
月
21
班
②
６
月
診
療
所
外
来
・
在
宅
数

昨
年
比
98
％
訪
問
系
延
数
９
０
％
③
５
月
決

算
・
経
常
剰
余
４
４
５
万
円
の
赤
字
④
都
電
通

り
「
用
地
説
明
会
」⑤
地
域
防
災
会
議
⑥
生
協

教
育
月
間
⑦
熊
本
地
震
支
援
募
金
集
約
⑧
役

員
退
任
功
労
金

　
　
〔
協
議
事
項
〕

①
５
月
度
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
②
第
52
回
総

代
会
ま
と
め
③「
健
康
ま
つ
り
」
開
催
場
所
④

夏
期
賞
与
支
給
案
⑤「
役
員
報
酬
規
定
」
一
部

改
定
⑥
宮
の
前
診
療
所
空
調
シ
ス
テ
ム
更
新
予

算

２
０
１
6
年
度　
第
2
回
理
事
会

　
　
開
催
日
7
月
7
日

...............................................................................................

...............................................................................................

...............................................................................................

　移転等の際に住所変更等のお届けがされない場合、生協からの機関
紙などのお知らせを発信しても、長期にわたって届かないということ
が発生します。そして、一定期間 (2 年以上 ) 医療生協との音信が途絶
えた場合、医療生協はその組合員から｢脱退の予告があったもの｣とみ
なし定款第 10条の 2により、この事実を公告した後、事業年度末に
「自由脱退」したものとして事務手続きを進めます。
　
　住所や氏名など変更がありましたら、速やかに医療生協にご連絡く
ださるようお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　本部・組織部　☎03-3911-2005

転居・氏名変更、お亡くなりになった場合は医療生協にご連絡ください

　泣き虫で何かと慎重な性格です。
梶原診療所での予防接種の際、職員
と組合員の皆さんにあやしていただ
き、とても助かりました。

大越　美緒（おおごし　みお）　
2016年 1月 25日生まれ　
現在7か月です。

　組織・組合員活動を担当する事務室の位置及び電話・FAX番号が変
わりました。
　生協への加入・脱退、住所変更・名義変更や組合員活動全般について
のお問い合わせは、下記の連絡先までお願いします。

移転先　114-0004　東京都北区堀船 3-30-16 生協ビル北側別館 1階
　　　☎：03-3911-2005・FAX：03-5944-6015

　このたび、生協強化月間企画の一つとして、組合員の皆さんの親睦を図るため
日帰りバスハイクを梶原ブロック・小台宮城ブロック共同で下記のとおり企画
いたしました。ご検討のうえ、奮ってご参加くださいますようご案内申し上げます。

   期　日：2016 年 10 月 16 日（日）
   行き先：（川越）喜多院見学とサイボクハム
　　　　   （喜多院・五百羅漢・客殿・春日局化粧室見学400円込。サイボクハムで
                       入浴希望者のみ別途 1,200 円個人負担。タオルはついています）
  会　費：7,000 円　
  募集人数：40 人（先着順）
  締め切り：2016 年 10 月 1日まで　※会費を添えてお申し込みください。

申し込み・お問い合わせ先：北側別館組織部　☎03－3911－2005（一石）まで　　

生協本部・組織部事務室移転のお知らせ

梶原ブロック・小台宮城ブロック親睦日帰り旅行

　アクセスに関する権利   
　アクセスの意味   
　・物を入手する権利  
　・場所に入る[利用する]権利 
　・入場許可   
　広い意味合い   
　①支払い能力という壁を超える
　　（経済的壁を越える）   
　②交通上の壁を越える  
　③医療機関・職員の配置の壁を越える
　④知らないという壁を越える
　　(制度に関する周知・徹底・教育）  
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1　自己決定に関する権利  
2　自己情報コントロールに関する権利 
3　安全・安心な医療・介護に関する権利
4　アクセスに関する権利
5　参加と協同
　　その他（該当不明）
計

※声 1件に 2件の内容あり

※複数関係あり
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内 訳

声52件をいのちの章典５つの権利に振分けると

感謝等  意見要望    苦  情
改善件数　　 改善率
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94.7%
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100.0%
66.7%
100.0%
96.2%
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4
※接　　遇：本部、受付、医師、看護師、技師に関する
　システム：仕事の手順、診療に流れ・手続きに関する

　2015年度梶原診療所　虹の声まとめ


